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［概要 ］本 報 告は 、東 京 工 科 専門学 校で 実施して い るネ ッ トワ
ー

クを利用 した 工 業専門 教育

に っ い て 、ハ ー ドウエ ア及 び ソ フ トウエ ア 環境 と教育内容 を紹介し、そ の 教育効果と問題点

を示すこ とを 目的とする 。

［キ
ー

ワ
ード3教 育情 報

一
般 、データベ ー

ス 、教材 開発 、グル ープ ウエ ア

1　 は じめ に

コ ン ピ ュ
ー

タを 活 用 した 教 育 に っ い て の 提

唱 は 、過 去 におい て 多くの 研 究者 によっ て 行

わ れ た 。 特に 、コ ン ピ ュ
ー

タを知的支援ツ
ー

ル

として 捉 えた研 究 及び 実験 が行 わ れて きた。

しか し、授 業プ ロ セ ス を記 述する困難性 か ら、

限 定 的な運 用 はあ っ ても、現実 の 授業に適 応

され て い る事 例は少ない の が 現状で あるe

過 去 の コ ン ピ ュ
ー

タ環境は 、
ス タン ドア ロ

ー
ン

で の 利用 形態 であり、自動 学習機能 に期待す

る傾 向 にあっ た。しか し、ネ ッ トワー
クを利 用 す

ることに より、協調学習環境を実現することが可

能となり、ネッ トワ
ー

クを利 用した新しい 学習環

麑の 提案 が行 われて い る。例えばイン ターネ ヅ

トを活用した教育の試み として 、 100 校プロ ジェ

クトの 成果を挙 げるこ とが で きる。

ネ ッ トワ
ー

クの 普及 が進 む に 従い 、教育現 場

で の利用 が増大するこ とが 予測 される。すで に 、

大学を 中 心 としてイン タ
ーネ ッ トの 活 用 は行 わ

れて い る 。
1）

こ れらの 背 景を考慮 して 東京 工 科専 門学校

で は 、個人を対 象とした情報 展開か らグル
ープ

へ の 情報公 開を目指したイン フ ラの 整備と教育
へ の 活用 を試みた 。 本報 告は、平成 8年 4月か

ら行 っ て い る実験 の 内容と成 果、問題点 に っ

い て 示す、

H 導入の 目的

ネ ッ トワークを教育 に導入する 目的を以下の

ように 設定 した 。

L 教師・学生 間 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 手 段 として

活用する。コ ミュ ニ ケーシ ョン 手段として 、1対 1

及 び 対グル
ー

プ に対 応 する。

2，協調学習が 出来る環境を提供することに より、

学生及 び教師間 の 問題意識 の 共有化を計る。

3授 業を決められた場 所、時間で 制約 すること

なく、ネッ トワ
ー

クを利用 して継 続性を持たせ る。

また、授 業内 容の 提示 及び 質疑 の 公 開等 に よ

り、受講生 以外の 参加 を可能とする。

4，対象は 非情報 系の 学生とする 。 従 っ て 、
ユ
ー

ザ側 に立 っ た環境構築を行 う。

以上 の 示 した 目標 を実現するた め の 整備を行

っ た。整備の 対象 はハ ードウエ ア 及 びソフ トウ

エ ア 環 境と授業支援で ある。

皿 環境整備

皿 ・1 ハ
ードウエ ア 整備

ハ
ー

ドウエ ア の 設計方針は 、 内部の 活用を重

視した設計で ある。

教室内で 学生がネ ッ トワ
ー

クを活 用 するた め

に 、全教室 に LAN （Local　Area 　Network ）が

利用 できる環境を設置 した 。 LAN の 構成図 は

図 1 に 示 す通 りで あ る 。 サ ーバ の OS は

WindowsNT3 ．51 で あ り、ク ライア ン ト側 は

WindowsNT3 ．51 と Windows95 が併用され

て い る。全教室にネ ッ トワー
クの コ ン セ ン トが設

置されて おり、学 生は教室が変わるごとにネ ッ ト

ワー
クの コ ン セ ン トを差し替える。 ネッ トワ

ー
クの

コ ン セ ン ト数は 約 2
，
000 個所で ある。ネッ トワー

クは 、将来 画像等の データが配信 されることを

考 慮 し て 、ATM ・LAN と し た 。 基 幹 は

155Mbps の 光フ ァ イバ ー
で あるが、端 末 は

10Mbps （10BASE ・T）で ある。尚、利用対 象想

定人数は 1，000 人である。 イン ターネッ トに つ

い て は 、プ ロ キ シ サーバ を通 して LAN で 閲覧

で きる 。
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図 1 ハ
ー

ドウエ ア構成

皿 ・2 ソフトウエ ア整媾

ネ ッ トワ
ー

クに関 連した ソフ トウエ ア は 、協調

学習環境及 び共有環境 が最も実現できると判

断され たグル
ー

プ ウエ ア の
一

つ で ある Lotus

Notes 注｝（以 後 Notes とする 。 〉を導入 した 。 市

販 の アプリケーシ ョ ン ソフ トを導入 した経緯 は 、

Web 等を利用 して環境 を作るこ とが 出来るが、

CGI （Common 　Gateway 　Interface）等 の 設

計 を行わな けれ ばならない こ と、 推進したス タッ

フ が 情報の 専門家で は ない こ と、及び学 内で

の 利用 を第
一

に考えたため で ある 、 デー
タは 、

図 1に示 す ように科ご とに 設置されたサ
ーバ に

保存されて い る。これらのサ
ーバ に は他科の 学

生も閲覧するこ とが で きる e

そ の 他 の シ ス テ ム として は WWW （Wor ］d
Wide　Web ）が利用で きる 。

皿・3 授業支援体制

ネ ッ トワー
クで 支援され た 教育 を推進 するた

め には 、授 業 を支援する体制作りが必 要 とされ

る。大きく分けると、
ハ

ー
ドウエ ア及び ソフ トウエ

ア の 管理 、教 員の 導入教 育と教育 の 指針作り

である。そ こ で 、こ れ らの 事項 に対応す るた め

に 部署を薪設した 。 （メディア セ ン タ
ー

）専任ス

タッ フは2名 （建築系 1名 、情報系 1名）であり、

教員で組織した情報教育推進 委員会とネッ トワ

ー
ク管理 者 （1名 ）か らの 協力 を得て運 営を行

っ てい る 。

ハ ードウエ ア 及びソフ トウエ ア の 管理 の 主たる

業務は トラブル へ の 対応である。学生全員がノ

ート型パ ソコ ン を所持して い る 。 （約 800 台）そ

の ために 、ハ ー
ドウエ ア及 び ソフ トウエ ア の トラ

ブル は 多く、修復作 業や 学生 へ の 指導 （技 術

相談）が 主となっ て い る 。 また、フ ォ
ー ム の 設 計

等 の 技術 的支援を行 っ て い る。

教員 の 導入 教育は 、 専任教員 の 85％ が非 情

報系の 教員で あり、
一

般的なワープ ロ ソ フ トが

利用で きる レ ベ ル であっ た 。 そ こ で 、ネッ トワー

クの 利 用 法 、データベ ー
ス の 作成法に 関 する

講習会と、簡単なマ クロ 操作に 関する講習会を

行 っ た 。

教育の 指針 作りは、現在進 行して い る授業 の

問題点の 洗い 出しと、方 向性 の 検討 が中 心 と

なる。

四 教育内容

N ・1 対 象学 生

教育 の 対象は 工業専門教育を受ける高校卒

以上の 学生で ある 。 学科構成は 建築系 5科（3
年課程 2 科 、 2年課程 3 科）、情報系 1科（2 年

課程）、 ビジネス 系 1科 （3年課程 ）であり、9 割

以 上は建築 系の 学生である 。 建 築 系の 学生 で

シ ス テ ム を開発する学生は少なく、 将来 は ユ ー

ザとして コ ン ピ ュ
ータを利 用す る立場に なると

想定され る。

IV−2 教育内容

現状に おい て 、 ネッ トワ
ー

クで 支援された教

育は 、 教員が 存在する ことを前提 にしてい る 。

従 っ て 、事前、事後学習で の 参照は 可能で は

あるが、基本的に は 授業に溝用 するこ とを 目的

として い る 。 そ の ため に 、 Notes の 関数機 能を
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利用 して デ
ー

タベ ー
ス の フ ォ

ーム 作りを行っ て

い る 。 作成した フ ォ
ーム は、授 業内容の 提示 と、

Q＆A に関してである。授業内容 は、図 2 に示

すようにコ ン ピュ
ータに表示されたアイコ ンを選

択することにより閲覧できる 。
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　　　　　　 図 2 科 目の 表示

さらに科 目の 内容を表示させ ると、年 間の 授業

タイトル が示される。 （図 3）
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　　　図 3 年 間の授 業予定の 表示 例

図 3 か ら閲覧した い 項 目を選 ぶ と、 図 4に示 す

ように具体的な授業内容が表示 される。

い る内容は、教員が授 業に 活用する目的に よ

り異なっ て い る 。 テ キス トで詳 しく授業 内容を記

述する教員がい る反 面 、 画像の み を表示す る

教員もい る。
こ の 相違は科 目の 性 質により異な

っ てくるが、授 業を運営する教員の 授業展 開に

対する取り組み の 差 によるもの と思われる 。

Q＆A は 、 教員か ら提 示 され た 質問に 対して

学生が回答を行うフ ォ
ーム で ある。回答は 、公

開され て おり、授業に参加 して い ない 学生や教

員も意見が述 べ るこ とが で きる。
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　　　　　 図 4Q ＆A の 表示 例

こ の Q＆A の 目的は 、例えば 図 4 に 示され た学

生 の 意見に対 して、他 の 学生や 教員が意見 を

述 ぺ るこ とにより、本 人 の 理解度の 向上 と発 見

的学習を促進す る環境を提示して い る。
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　　　　 図 4 授 業内容の 表示例

表示で きるデータの 種類 は 、テ キ ス ト、画像、

音声が 可能で ある。 こ の フ ォ
ーム に提示されて

V 学習効果

V ・1 新入生に対する意織調査

平成 9年 4月 入学し、ネ ッ トワークで 支援 され

た教育を受け て 、2 カ A 経過した後 の 学生に対

する ア ン ケート調査 を行 っ た。ア ン ケートの 質

問及び 回答を表 L2 に示す 。 尚調査対象人数

236 名である。 表 1は 、各質問項 目に対して の

受け 止 め 方を 5段 階で 評価して い る e ポイ ン ト

は 、
”
違う

”

1ポイン ト、
”
思わない

”
2 ポイン ト、

”

何とも言 えない
” 3 ポイン ト、

”

思う
”
4 ポイン ト、

”

そ の 通り
”
5 ポイン トである。 平均ポイン トを表の

右端に 示 して い る 。
こ の 中で ポイン トが 高い の

は 施設に 関す る項 目であり、比 較的環境 には

満足して い る結果が 出て い る。また、パ ソコ ン を

購入すること及 びパ ソコ ン を利 用した授 業に対

しては 必要性を感 じてい ることが認 められる。し

か し、その 他の 項 目に 関して は 、
”
何 とも言えな

い
”
の 回答が多く、平均ポイン トも 3．O に近い 結

果とな っ た 。
こ れ らの ア ン ケ

ー
トの 結果か ら、コ

ン ピュ
ータに対する関心はあるもの の 、必ず し
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貫 問 事 項 無 回箸 違う 思 わない 何とも8 えない 思 う その 通り 平均 ポイント

鯖入 する の は 肖 然 で ある o、 1楕 15鵯 32覧 20、 2偶 3．2

摂 粟中、パ ソコ ンの基 本 操作 を明確に教え てくれ る o覧 B覧 22暢 33覧 23覧 13黔 3．1
パ ソコ ン利 用 型の 授 粟は非 常に 魅 力的 で ある 9瓢 10覧 14暢 25栃 24、 2了、 3．4
先 生 方 の パソコン 按能水 準 は必 要十 分 である 構 ，o製 14鷲 36鮨 25、 14覧 3，2
LAN で 「Q ＆ A 」を利用 して い る 悩 20、 喜2鷲 33覧 1偶 23、 3．0
教 室に情 輙 コ ンセン トがあるの は侵利で ある 0、 1、 2、 18帖 18覧 6傷 4．3
隈 粟中 、高 性能 デスク トッ プ型 パ ソコ ンが 科 用 できる 2、 口 、 6蝿 44暢 量9、 20、 3．3

学生 の パソコ ン疑 隅に 迅遂 ・明快に対 応 してくれる o覧 13覧 14覧 43暢 19、 11、 3．0

教室は 学習しやすい 環境となっ てい る o、 7覧 1繍 38暢 26覧 卩 悔 3．3

摂 桑に おけるパ ソコ ン の 活 用 頻 度は 十分 で ある o覧 10覧 19瓢 42暢 20瓢 9覧 3，0
パ ソコ ン 活 用 型の 授 桑 科 目を十分 に 娘 置して い る 2覧 ア覧 15鴨 44暢 24覧 8覧 3」

表 1 ア ン ケ
ー

ト結果

もネッ トワ
ー

クで 支援され た授 業 に満足 して い

ない か 、関心 （実感 ）が 無い こ とを 示 して い る と

判断される 。

V ・2 学習効果

実際に ネッ トワークを利用 して い る教員に対し

て 、導入 後の 効果に つ い て ヒアリン グを行 っ た 。

そ の 結果として、

  授業 の集 中力の 高 まり。

  学生 の 意志 の 把握 が容易になっ た。

  Q＆A の 実施により、全 体の 学生の 理解度を

　確認で きる。

  画像デ ータがス ライF
’
、　OHP と比較して 見や

　す い
。

  授業 の 展 開が 容易 に なっ た。

  学生 の パ ソコ ン の 興味を高めた 。

  教員と学生との コ ミュ ニ ケーシ ョン の 増大 、 意

　志 の 疎通 の 向 上。

  授 業に 関心 の 無い 学生 も Q＆A に は 答 え

　る。

で ある。 これらの 項 目の 中で 、 教材の 配信に つ

い ては特 に効 果が大きい と報告 されて い るe そ

の ため に 、画像 データを添付 したデー
タベ ー

ス

が多く見 られる。

V −3 問題点

V ・2 学習効果で 示 した長所に 対して、短所と

して

  慣れるに従い 集中力が低下。

  授業 中の メ
ール 交換

  授業中他の ソフ トウエ ア の 使用

が 指摘 され て い る 。
こ れ らの 事項 は運 営上 で の

問題 点の 指摘と思 われる。 また、学生 へ の ア ン

ケート結果か ら、授業運営、教員の対応 に関す

る項 目 の 回答 の 多くは 、
”

何 とも言 えな い
”

で あ

る。すなわち、ネッ トワークを利用 した教育へ の

評価 及 び教員 の 授 業運営 が評価 で きない 状

況を示 して い る と￥ij　twされ る 。 この こ とは 、過 去

に行 っ てきた教育方法と差 を見い だすこ とが 出

来ない の か 、あるい はネ ッ トワークの 利 用を意

識しない まで に 昇華して い る の か 、まっ たく相

反する予測が考えられるが 、どちらにしても、ネ

ッ トワークを利 用した 教育の 優位性 を見 い だす

ような授業展 開は必 要で ある。

VI まとめ

本 報告は 、工 業専門教育で ネッ トワーク支援

教育を行 っ て い る事例 を紹介した。

こ の 実験で はグ ル ープ ウエ アを利 用した授 業

展開を意図として い る。すなわ ち、ネ ッ トワーク

上で バ ー
チ ャ ル クラス ル

ーム の 環 箋を構築 し、

クラス を越えた学習者の グル ープ の 形成作りで

ある 。 現実的に はネッ トワ
ー

ク の みで 学習者 を

支 援 す る に は ITS （lntel】igent　 Tutoring

System）の 研 究 に期 待されるが、
一

般 に普 及

する に は 時間が必 要とされる 。 そ の ため に 、授

業支援として の 活用が主体となる。

学 生側人 の ニ ーズ に応 えた多様化 された 教

育が重要 になる こ とは 予 想され る。そ の 手 段 と

して 、現状で は、ネッ トワ
ー

クが有望 であると思

われ る 。 今後 、 実際 に授業を展 開しながら新し

い 授業形態を報告したい と考えて い る。

参考文献

1）知的キ ャン パ ス の プラニ ン グ 慶 應義塾大 学

　湘南藤沢 キ ャ ン パ ス （SFC ＞の 実践 高橋 潤

　
一

郎 、金安岩 男、武 山政 直　日科 技連 出版

　社 1996

注 Lotus社が開発 したグ ル ープ ウエ ア ソフ ト

である。 関数機 能、ス クリプト言語 を利用 するこ

とが 出来る。

一23一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


